　　　　　　ティーダキッズプロジェクト実行委員会会則
（前文）　2011年3月11日の東北太平洋沖地震から派生した福島第一原子力発電所の事故により東北各県において放射能汚染が広まり、特に影響を受けやすい子どもたちが安心して日常生活を送れない状況が生まれました。そこで本委員会においては、少しでも子どもたちや保護者の不安を和らげるために、今回の事故から最も影響を受けにくい沖縄の地において、夏休み等の学期休みに子どもたちを招き、沖縄で安心して自然の中で活動することを目的として設立されました。

(名称)　
第１条　本会は、ティーダキッズプロジェクト実行委員会と称します。

(事務局)　
第2条　本会の事務局は、沖縄県中頭郡西原町翁長７７７　
沖縄キリスト教短期大学　張本研究室内に置きます。

(目的)　
第3条　福島第一原子力発電所の事故により被災した子供たちや、その保護者を沖縄に招くことを第一目的とし、また震災から派生する諸問題について支援を行うことも副次的な目的とします。

(事業)　
第4条　前条の目的を達成するために、次の事業を行います。
（1） 福島県を中心とした東北地方の内、特に原発事故の影響が強い地域の子供たちや保護者を学期休みに沖縄へ招待し、自然体験活動やホームステイを行います。
（2） 沖縄県より被災地に出向してボランティア活動を志向する方々の支援を行います。
（3） 沖縄県内において前2項に該当する活動を行っている団体を支援します。

(構成)　
第5条　本会は本実行委員会の趣旨に賛同する個人や団体によって構成されます。


(役員)　
第６条　本会には次の役員を置きます。
（1） 実行委員長　1名
（2） 事務局長　　1名
（3） 理事　　　若干名
（4） 会計　　　　1名
（5） 監事　　　　２名

(役員の選出)　
第7条　役員は実行委員の互選により選出し、実行委員会の了承を受けます

(役員の任務)　
第8条　役員の任務は以下のとおりとする。
（1） 実行委員長は、本会を代表し、会務を統括します。
（2） 事務局長は、実行委員会で決定した事項を中心となって進めます。
（3） 理事は、実行委員会で決定したことを進めます。
（4） 会計は、本会の会計を担当します。
（5） 監事は、本会の事業および会計を監査します。

(役員の任期)　
第９条　役員の任期は1年とし、再任を妨げません。ただし欠員により就任した役員の任期は前任者の在任期間とします。

(会議)
第１０条　本会の会議は、実行委員長が招集し、年1回総会を行うこととします。ただし、その他必要において随時行います。

(総会)
第１１条　総会は、次の事項を審議決定します。
（1） 事業報告および決算の承認に関すること
（2） 事業計画並びに予算の承認に関すること
（3） 役員の人事に関すること
（4） 会則の改正に関すること
（5） その他必要なこと


(運営費)
第12条　本会の運営費は、寄付金、補助金を充てます。

(会計年度)　
第13条　会計年度は毎年6月1日から5月31日までとします。

付則　この会則は2011年7月1日より施行します。　

